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共創ネットワーク

　今年も、いよいよ中学入試が本格的に始まります。

近年の中学入試では、2020年度から大学入試センター

試験に代わって実施される「大学入学共通テスト」

や、これを作るためのデータ収集を目的として、2017

年度、2018年度に実施された「試行調査」の影響を受

けた問題が、少しずつ見られるようになってきました。

　まず、「大学入学共通テスト」について確認してお

きましょう。このテストは、高校での学習を通じて、

大学教育に必要となる基礎的な力がどのくらい身につ

いているかを評価するテストです。特に「知識の深い

理解」「思考力、判断力、表現力」が重視されます。

　ここで注目したいのは、2018年6月に、独立行政法

人大学入試センターより発表された「『大学入学共通

テスト』における問題作成の方向性等と本年11月に実

施する試行調査（プレテスト）の趣旨について」で

す。この発表では、この時点での問題作成方針が示さ

れました。国語と数学については、下記のような問題

作成方針が示されています。

【国語】

・言語を手掛かりとしながら、与えられた情報を多面

的・多角的な視点から解釈したり、目的や場面等に応

じて文章を書いたりすることなどが求められる。

・大問ごとに固定化した分野から一つの題材で問題を

作成するのではなく、分野を越えて題材を組み合わせ

たり、同一分野において複数の題材を組み合わせたり

する問題も含まれる。

【数学】

・事象の数量等に着目して数学的な問題を見いだすこ

と、構想・見通しを立てること、目的に応じて数・

式、図、表、グラフなどを活用し、一定の手順に従っ

て数学的に処理すること、解決過程を振り返り、得ら

れた結果を意味づけたり、活用したりすることなどが

求められる。

・日常の事象や、数学のよさを実感できる題材、教科

書等では扱われておらず受検生が既知ではないものも

含めた数学の定理等を既知の知識等を活用しながら導

くことのできるような題材等も取り扱う。

　中学入試でも、この影響を受けた問題はさらに増え

るのではないでしょうか。

 「大学入学共通テスト」や「試行調査」の影響を受

け、近年の中学入試で特に出題数が増えた問題は、

「『分野の異なる複数の文章』『文章と図』『文章と

資料』などの複数の情報を組み合わせて解く問題」で

す。また「日常生活での場面を設定し、学習したこと

を活用して解く」「知識やセンスだけに頼らず、様々

な角度から多面的に考えて解く」「与えられた情報を

元に、問題を解くのに必要な知識を抽出し、活用して

解く」といった問題も、やはり「大学入学共通テスト」

や「試行調査」を受け、出題数が増えています。児童

の思考力や判断力を問う、このような出題は、今年の

中学入試では、さらに増加すると考えられます。

　国語・算数の基本的な教科の力を問う問題が、今年

も出題の中心であることは間違いありません。いっぽ

うで、ここに挙げたような「大学入学共通テスト」の

影響を受けた問題が増加していくのであれば、特に難

関校では、このような問題に対応し、得点を重ねた児

童が、合格を勝ち取っていく可能性は高いといえるで

しょう。（文／学林舎編集部）

2019年教育の行き先

2019年度中学受験に関して
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　現行の大学入試センター試験に代わって、2020年度

から「大学入学共通テスト」が実施されます。2018年

に行われた高校入試を受験した生徒が、この「大学入

学共通テスト」の初年度の受験生となるため、昨年の

高校入試でも大幅な変更が予測されましたが、一部の

学校を除いて、難易度、分量に大きな変更はありませ

んでした。

　しかし、ここ数年で、「大学入学共通テスト」を見

据えて「思考力・判断力・表現力」を意識した新しい

切り口の問題が目立ってきており、今年度の入試でも

増える可能性があります。

　今回は、国語、数学、英語について、近年の入試の

傾向から、今年の入試について考えてみたいと思います。

【国語】

・話し合いやインタビューなどの会話形式の出題が増

加傾向にあり、実際の言語生活の中で必要とされる言

語についての知識や表現力が問われています。

・作文問題は、従来の与えられたテーマから自分の意

見を述べるものや、複数の資料を読み取り、その資料

から自分の意見をまとめて、他の人を納得できるよう

に記述する、「課題解決型」の問題が2018年度の入試

では増加しました。「課題解決型」の問題は「大学入

学共通テスト」の試行調査(プレテスト)で出題されて

おり、その影響を受けていると考えられます。

・読解問題では、現代社会をテーマとした出題が増

え、哲学的な文章も出題されました。現代社会のさま

ざまな課題を解決するために、物事を根本から考える

力が必要となります。そうした思考力の基礎を作る意

味で、哲学的な文章が出題されていると考えられます。

【数学】

・例年、基本的な知識や計算力を必要とする問題が出

されています。教科書をもとに知識を使いこなす力と

正確な計算力を養うことが大切となります。

・「大学入学共通テスト」の数学では、記述式問題が

導入されます。この影響から、解答の途中過程や考え

方なども問う問題が多く出されており、考え方を論理

的に表現する力が重視されています。

・方程式や確率などで問題文の量が多い文章題の出題

が増えています。「大学入学共通テスト」に向けて、

教科を問わず問題文の長文化が進むと考えられますの

で、読解力の養成が必要となります。

【英語】

・長文読解では、従来多かった「学校生活」、「家族」

などの身近なテーマ以外に、時事的な内容や科学、産

業、自然、環境、文化などを題材とした長文読解問題

が増加しています。

・4技法(読む・聞く・書く・話す)で評価する方向に

変化しつつあり、2018年度の福井県の入試では、英検

の取得級に応じて、加点する制度が導入されました。

今後、このような制度の導入が増える可能性があります。

・自分の考えを書かせる問題が増加しつつあります。

例えば、2018年度の埼玉県の入試では、「AI(人工知

能)」についての英文を読み、自分の考えを40語以上

50語程度の英語で書く問題が出題されました。このよ

うな、時事的な内容と関連して自分の考えを書く英作

文の出題も増加傾向にあります。

　ここ数年の高校入試の傾向を見る限り、今年の入試

では、従来の計算、漢字の読み書きなどの基本的な

「知識・技能」を評価する問題と、「思考力・判断

力・表現力」を評価する新傾向問題が混在していく可

能性があります。「知識・技能」型の問題と、これま

での対策では困難な「思考力・判断力・表現力」型の

問題の両方に対応していくことが重要であるといえる

でしょう。（文／学林舎編集部）

2019年教育の行き先

2019年度高校受験に関して
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　大学入試センター試験は2019年度（2020年1月）の

実施を最後に廃止され、これにかわって2020年度から

「大学入学共通テスト」（以下「共通テスト」）が始

まります。

　英語では、「読む」「聞く」「話す」「書く」の４

技能を評価するために、民間の資格・検定試験の成績

が利用されます。この成績を利用するにあたり、共通

テストを実施する「大学入試センター」は、英語成績

データ確認システム（仮称）などを設置します。ここ

では、民間の資格・検定試験の成績活用の概要と、シ

ステム利用に向けた今後の動きについて解説します。

　　
１．背景

　センター試験の後継となる共通テストはこれまでと

同様に約50万人の受験が予想されることから、一斉に

受験するテストで、「話す」技能をその場で測ること

が難しいため、民間の資格・検定試験の活用が決まり

ました。TOEICやTOEFLのほか、従来の英検とは異なる新

方式の英検などの資格・検定試験が採用されました。

　　
２．活用方法

　国立大学協会は当初、「民間の資格・検定試験と

マークシート式の共通テストの両方を課す」という基

本方針を発表していましたが、東京大学や東北大学な

どは民間の資格・検定試験の成績を受験の必須条件と

しない、と発表しました。今後、各大学の方針が明ら

かになる予定ですが、成績活用の方法として下記のよ

うなものが想定されます。

・資格・検定試験での一定水準以上の成績を受験資格

とする。

・資格・検定試験の結果に基づき、大学入学共通テス

トの英語の成績に加点。

・資格・検定試験の結果に基づき、個別試験における

加点・みなし満点等。

・「総合型選抜・学校推薦型選抜」における評価材料

として活用。

　成績は各民間の資格・検定実施団体から大学入試セ

ンターに提供された後、各大学の要請に応じて、大学

入試センターからデータが送付されます。

３．資格・検定試験受検について

　現役受験生の場合、高校３年生の４月から12月の間

に、対象となる資格・検定試験を２回受検し、その成

績を大学入試センターのシステムに登録します。同じ

試験を２回受検しても、別の試験を１回ずつ受検して

も構いません。３回以上受検して登録した場合は、試

験実施日（試験実施日が複数にわたる場合は、最初の

日）が早い順に２件の成績のみが対象となり、それ以

外は無効となります。

４．システム運用方法

・共通ID

　成績情報の識別・管理のため、どの資格・検定試験

を受検するかにかかわらず、受験者（システム利用

者）は、資格・検定試験の受検前に大学入試センター

から共通IDを発行してもらいます。ID発行の申し込み

は、現役受験生の場合は高校を通して一括で、既卒者

は個人で直接行います。2020年度入試では、2019年11

月から申し込み受付が始まり、2019年12月～2020年１

月ごろに共通IDが発行されます。

・成績登録

　各受験生がどの資格・検定試験の成績を利用するか

は、各資格・検定試験への受検申込みの際に共通IDを

記入して意思表示を行うことになります。そのため、

共通ID発行申し込みの時点では、利用する資格・検定

試験を決めておく必要はありません。

　注意事項としては、下記があげられます。

・資格・検定試験の受検を申し込む時点では、共通ID

を既に取得していなければならず、共通IDの取得後に

さかのぼって、それ以前に受検した資格・検定試験の

成績を利用することはできない。

・複数の資格・検定試験の中から、受験生が事後に大

学への成績送付の対象とする資格・検定試験を選ぶこ

とはできない（資格・検定試験受検時に共通IDを記載

することが必須）。

・共通IDを記入して資格・検定試験を受検した後で、

大学への成績送付を取り消すことはできない。

　大学入試センターは、2019年度に高校や大学を対象

に説明会を開くほか、共通IDや成績提供の仕組み等に

ついての問い合わせに対応するため、2019年秋ごろに

コールセンター（ヘルプデスク）を設置する予定で

す。（文／学林舎編集部）

2019年教育の行き先

大学入試共通テスト—英語に関して
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　今年は1月14日が成人の日でした。約125万人の若者

が新成人となりました。既に社会にでて仕事をしてい

る方もいますし、大学生などで引き続き学び続けてい

る方もおられ、それぞれの人生を歩んでおられます。

これまで20歳で成人とされてきましたが、2016年より

18歳から選挙権が得られ、2022年4月から正式に成人

年齢が18歳に引き下げられることになっています。煙

草やお酒など喫煙や飲酒、公営ギャンブルなどは今ま

で通り20歳からですが、携帯電話やクレジットカー

ド、一人暮らしで賃貸物件の契約、高額商品のローン

を組むことなど、これまで20歳以上でないとできなか

ったことが、18歳からできることになります。早けれ

ば高校在学中に18歳を迎えるので、今後より早い時期か

ら自立に向けた導き・教育の提供が必要になります。

　アメリカでは高校卒業後親元を離れて生きていく・

親離れが一般的で、地元の大学へ通う場合であって

も、大学の寮などで生活する若者が多くいます。2015

年まで阪神タイガースで活躍したマット・マートン

と、2011年に読売新聞の企画で対談した際、高校卒業

後親元を離れて生きる若者が多い理由をマートンに聞

いたところ、“アメリカでは高校卒業後自立するとい

う考えが一般的で、高校卒業後も親と同居している

と、「あの家は何かおかしいのではないか？」と思わ

れてしまう！”と話していました。“Independent” 

の国・アメリカですので親は、子供が高校卒業後自立

して生きていくよう躾をしていくことになるのだそう

です。マートン自身も実家から自動車で1時間ほどの

大学へ進学しましたが、大学寮で生活したそうです。

高校卒業が親から自立して生きる！その自覚が親、そ

して子双方に必要だ、と話していました。

　精神的な自立はできても経済的な自立は簡単ではあ

りません。高卒後就職するのであれば親からの自立は

可能ですが、大学進学となるとフルタイムで仕事がで

きない分、経済的な自立は困難です。そのうえアメリ

カの大学の学費は、州立大学でも年間1万ドル以上に

なることが一般的で、私立大学になると4年間で家1軒

購入するくらいのコストがかかります。大学生が経済

的に親へ依存せず生きていくために、アメリカの学生

は奨学金や学資ローンなどを利用することになります。

　アメリカでは大学進学とその費用は人生の投資と考

えて、卒業後投資した資金の回収、つまり投資対効果

を意識して大学進学を考えます。マートンが進学した

ジョージア工科大学では、大学卒業後20年間での収入

総額と、高卒後24年で得られる総収入との差額が77万

～85万ドルの開きが出てくるといわれています。ジョ

ージア工科大学の4年間の学費総額が10万～18万ドル

ですので、その投資が80万ドルの効果が見込まれると

いうことになります。学位によっては5年目未満の平

均年俸は7万ドルを超え、職歴1年未満でも6万5,000ド

ルです。新卒者でも高額年俸を得ることができるの

は、即戦力として仕事ができるからです。日本の場合

大学新卒初任給は21万～22万円が一般的で、年収にす

ると260万円となりますから、学位に対する価値が職

能とリンクしているということが、日米で新卒者の年

収に反映されます。

　日本の場合は新卒者に入社後一から仕事を教えてい

くことが一般的で、入社後初日からバッターボックス

に立って結果が求められるアメリカとは、社会人スタ

ート時点で格段の差があります。これは自立に対する

意識、学費が人生の投資という教育の差ともいえるの

かもしれません。（つづく）

自立の勧め
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